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IP/TV製品紹介

IP/TVについて

IP/TVは、IPベースのLANあるいはWANを経由して、ライ

ブ放送あるいは録画放送のプログラム（番組）を、オンデマンド

あるいはスケジュール式で多数のユーザーに送信するためのクラ

イアント/サーバ型アプリケーションです。

IP/TVは、映画並みの品質を持ったビデオをユーザーのコン

ピュータに表示するためのシステムです。専用のビデオケーブ

ル、モニター、あるいは特別なビデオルームをユーザー側に用意

する必要はありません。IP/TVバージョン3.0 では、MPEG1、

MPEG2、MPEG4、H.261 といったさまざまな音声/ビデオの

フォーマットをサポートしています。

IP/TVは、テレビ放送をコンピュータに表示するほか、ビデ

オオンデマンド、コンピュータを使ったトレーニング、遠距離学

習、会議、製造過程のモニタリング、監視カメラシステムといっ

たアプリケーションでも利用できます。

IP/TVの構成要素

IP/TVは、次の３つの要素から構成されています。

● IP/TVビュア
● IP/TVコンテンツ・マネジャ
● IP/TVサーバ

IP/TVビュア

IP/TVビュアは、プログラムを表示します。プログラムとは、

ネットワークを介して送信される、音声、ビデオ、あるいはテキ

ストのことです。ビュアのインタフェースには、スケジュール式

あるいはオンデマンドのプログラムのリストを表示し、カスタマ

イズすることも可能です。IP/TVビュアを使えば、リストに載っ

ているプログラムを選択して、スケジュールされている時間帯あ

るいは自分の希望する時間帯にそのプログラムを見ることができ

ます。また、現在放送されているプログラムのなかから好きなプ

ログラムを選ぶこともできます。

IP/TVビュアは、IP/TVコンテンツ・マネジャからプログラム

情報を取得して、IP/TVサーバやその他のサーバによって提供

されているプログラムを表示します。また、インターネットの

MBone（Multicast Backbone）や、MBone互換のフォーマット

で伝送を行う他のサーバからマルチキャストされたプログラムを

表示することもできます。

IP/TVビュアは、スタンドアローンのアプリケーションとし

て実行することもできますし、Webブラウザから起動されるヘ

ルパーアプリケーション、あるいはブラウザのプラグインとして

実行することもできます。IP/TVビュアは、Windows 95、Win-

dows 98、およびWindows NT 4.0上で動作します。

IP/TVコンテンツ・マネジャ

IP/TVコンテンツ・マネジャは、システム管理者や番組放送管

理者が、IP/TVのスケジュール式プログラムやオンデマンド・プ

ログラム、チャンネル、録画、IP/TVサーバの間でのファイル

転送などを設定したり管理したりするために使用します。

IP/TVコンテンツ・マネジャは、Windows NT 4.0で動作し、

Netscape 4.05や 4.5x、Microsoft Internet Explorer4.xや 5.0と

いったブラウザからアクセスできます。ただし、コンテンツ・マ

ネジャを使用するためには、ブラウザがJavaおよびJavaScript

をサポートしている必要があります。

IP/TVサーバ

IP/TVサーバは、IP/TVコンテンツ・マネジャによってコント

ロールされており、スケジュール式プログラムのマルチキャスト

や録画、オンデマンド・プログラムのユニキャスト、およびIP/

TVコンテンツ・マネジャによって定義されているスケジュール

に基づくファイル転送などを実行します。IP/TV サーバは、

Windows NT 4.0で動作します。

ビデオキャプチャ・カードを使ってライブ放送をエンコーディ

ングする場合でも、あらかじめ録画しておいたファイルを放送す

る場合でも、同じサーバを使用することができます。

IP/TV構成要素の通信

IP/TVを利用すれば、ライブ放送あるいは録画済みのプログ

ラムを、スケジュールにしたがって放送したり、オンデマンドで

放送したりすることができます。

スケジュール式の放送とオンデマンド・プログラムの放送の両

方に同じサーバを使用すること可能です。しかし、オンデマン

ド・プログラムのリクエストによるオーバーヘッドが予想外に大

きくなったときでも、スケジュール式プログラムの品質を落ちな

いようにするため、スケジュール式プログラムには専用サーバを

設けたほうがよいでしょう。

スケジュール式プログラムの場合にIP/TVの構成要素の間で

行われる通信を図1に示します。IP/TVビュアにプログラムに関

する説明を渡すのはIP/TVコンテンツ・マネジャだけですが、プ

ログラム自体は複数のサーバに分散しており、いろいろなメディ

アサーバから送信されます。メディアサーバには、IP/TVサー

バ、MBoneサーバ、あるいはIP/TV互換のMBoneツールを実

行しているサーバなどがあります。

図 1：IP/TVの構成要素 --スケジュール式プログラムの場合
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オンデマンド・プログラムの場合にIP/TVの構成要素の間で行

われる通信を図2に示します。IP/TVコンテンツ・マネジャは、

統合データベースを使って仮想マシンを構成するサーバのグルー

プ（クラスタ）を管理し、プログラム情報を把握します。このた

め、コンテンツ・マネジャがサーバの負荷を見ながらユーザーの

プログラム・リクエストを最も空いているサーバへ送ることがで

きます。

図 2：IP/TVの構成要素 --オンデマンド・プログラムの場合

IP/TVリリース 3.0の新機能

IP/TVリリース3.0では、以下のような新機能が追加されました。

● ビデオの機能拡張

ライブ放送および録画されている放送でのローエンド・ビデオ

とハイエンド・ビデオの品質が向上しました。IP/TVでは、フ

ルD1解像度（720x480）でのMPEG2を新たに加え、さらに高

品質なビデオを実現しています。加えて、低ビットレートおよ

び中ビットレートのストリームのためにMPEG4をサポートす

ることにより、ローエンドの質も向上させました。
● 管理機能の向上

IP/TVビデオの管理機能を拡張し、複数のIP/TVサーバ・ク

ラスタとIP/TVビュア・セットをサポートできるようにしまし

た。IP/TVサーバをグループ化する機能を使えば、ユーザー

はビデオの内容や地理的な配置といった条件によってサーバを

グループ分けすることができます。またIP/TVビュア・セット

を使えば、IP/TVシステムの管理者がグループ・ユーザー・マ

シンを作成することができ、グループごとに特定の IP/TV

サーバ・グループからオンデマンドのビデオ配信ができます。

これらの拡張された管理機能によって、柔軟なビデオサービス

管理が可能になりました。
● データ統合の向上

ビデオや音声以外のデータタイプでも簡単に送ることができる

ように、データ統合の方式が拡張されました。Webプレゼン

タを使えば、音声やビデオも一緒にWebページから情報を送

ることができます。

また、今回のリリースでIP/TVは、コンテンツ・マーカーなど

多くの機能をサポートするASF（Advanced Streaming

Format）コンテンツをサポートできるようになりました。コン

テンツ・マーカーとは、ストリームの途中に付ける“マーク”で、

後からその場所を素早く探せるようにするために使われます。

● WMTの統合

IP/TVには、WMT（Windows Media Technology）が組み込

まれています。この統合により、イントラネットとインター

ネットの両方において最高のストリーミング・ビデオを提供で

きます。
● クライアントの機能拡張

IP/TVクライアントでは、ビデオ・コントロールの簡易化やプ

ラグイン機能の拡張といった機能が加えられました。

ユニキャスト、ブロードキャスト、およびマルチキャストのト

ラフィック

IP/TVの利点を理解し、スケジュール式プログラムとオンデ

マンド・プログラムを使いこなすためには、ユニキャスト、ブ

ロードキャスト、およびマルチキャストというネットワーク・ト

ラフィックの種類を理解することが重要となります。トラフィッ

クの種類によって指定する宛先IPアドレスのタイプが異なるた

め、ネットワークの帯域幅を消費するレベルも大きく異なること

があります。

ユニキャスト・トラフィック

IP/TVオンデマンドやスモールキャスト・プログラムは、ユニ

キャスト・トラフィックを使用します。各ユーザーは、自分の好

きな時間にプログラムをリクエストすることができ、何人が同時

にプログラムを見ることができるかは、ビデオストリームで利用

可能な帯域幅によって制限されます。

ユニキャスト・トラフィックは、1つの送信元から1つの宛先

IPアドレスに送られます。このアドレスは、ネットワーク上にあ

る1つのマシンだけを示しており、複数のマシンが同じIPアド

レスを持つことはありません。

ユニキャスト・トラフィックの簡単な例を図3に示します。こ

の例では、1つのデータストリームが単一の送信元から単一の宛

先へ送られています。

図 3：ユニキャスト・トラフィックの例

ユニキャスト・トラフィックは、すべてのデータがサーバ上に

存在し、クライアントからデータの検索・修正・追加・削除といっ

た作業を行うといった、データベースに代表されるクライアン

ト/サーバ型アプリケーションに適しています。それぞれのトラ

ンザクションでは、たくさんのユニキャスト・トラフィックがク

ライアントとサーバの間で行き来する可能性があります。

しかし、マルチメディア・プレゼンテーションのようなアプリ

ケーションでは、1つの送信元から複数の宛先への送信が必要に

なる場合もあります。あるマシンが同じデータを2つの宛先へ送

信するのにユニキャスト・アドレスを指定すると、2つの別々の

データストリームを送ることになり、2倍のネットワーク帯域幅

を使うことになります。
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複数のストリームを持つユニキャスト・トラフィックの例を図

4に示します。この例では、1つの送信元から複数の宛先に別々

のデータストリームが送られています。

送信元が宛先ごとにデータストリーム全体を繰り返すことにな

るため、ネットワーク帯域幅を非常に効率悪く使用することに

なってしまいます。

図 4：複数のストリームが発生するユニキャスト・トラフィックの例

ブロードキャスト・トラフィック

ブロードキャスト通信では、特別なIPアドレスを使って、1つ

のデータストリームをローカル・ネットワーク上のすべてのマシ

ンに送信します。ブロードキャスト・アドレスは、192.0.2.255の

ように255で終わることが多く、4つのフィールドすべてが255

（255.255.255.255）という場合もあります。

ただし、ブロードキャスト・トラフィックは、ユーザーが希望

するかどうかに関わらず、すべてのマシンがデータストリームを

受け取ることになるという点に注意してください。そのため、ブ

ロードキャスト方式の送信は、アドレス解決などのネットワーク

レベルのサービスに限定されています。

データを受け取るかどうかを宛先マシンが選択できないため、

ビデオのストリーミングのようなアプリケーションではブロード

キャスト・トラフィックの送信は行いません。

ブロードキャスト・トラフィックの例を図5に示します。

図 5：ブロードキャスト・トラフィックの例

マルチキャスト・トラフィック

IP/TVのスケジュール式プログラムでは、マルチキャスト・ト

ラフィックを使用します。マルチキャスト・トラフィックを使う

ことによって、ネットワークを過負荷にすることなく無制限の数

のビュアに同時に送信ができます。

マルチキャスト通信では、特別な宛先IPアドレス（244.0.0.0か

ら239.255.255.255まで）を使用します。マルチキャストのアドレ

スはクラスDのアドレスです。ユニキャストのアドレスとは異な

り、マルチキャスト・アドレスはネットワーク上の個々のマシン

には割り当てられません。データストリームがこれらのアドレス

へ送られた場合、データの受け取り側がデータを受け取るかどう

かを判断できます。ユーザーがデータを受け取りたければ、その

ユーザーのマシンはデータを受け取ります。そうでなければ、マ

シンはデータを無視します。

IP/TVのようなアプリケーションでは、この方式を利用すれ

ば、送信元のサーバは１つのデータストリームを送るだけで、多

くの宛先へ送信することができ、宛先ごとにデータストリームを

繰り返してネットワークを過負荷にしないで済みます。また、ブ

ロードキャストの場合とは異なり、ユーザー側がデータを受け取

るかどうかを選ぶことができます。

マルチキャスト・トラフィックの例を図6に示します。

図 6：マルチキャスト・トラフィックの例

IP/TVでは、マルチキャスト・アドレス方式を使って、不必要

なデータストリームでネットワークに負荷をかけることなく、マ

ルチメディア・コンテンツをユーザーに届けます。

ただし、マルチキャスト通信を行うためには、そのネットワー

クで使っているルータがマルチキャスト機能を利用できるように

なっていなければなりません。

ユニキャスト・トラフィックとマルチキャスト・トラフィック

の組み合わせ

ネットワーク上のルータがマルチキャスト・トラフィックを処

理できない場合、IP/TVではルータを経由する部分だけにユニ

キャスト送信を使ってマルチメディア・コンテンツを送ることが

できます。そして、ルータの反対側にあるサーバが、マルチキャ

スト送信を使ってローカルユーザーにコンテンツを配信します。

マルチキャストとユニキャストの両方の送信方式を使ってIP/

TVのマルチメディア・コンテンツを送る例を図7に示します。マ

ルチキャストが使用できないルータを、インターネット全体と見

なすこともできる点に注目してください。

図 7：マルチキャストとユニキャストのトラフィックを組み合わせ

た例

ただし、データストリームを複製する度にネットワークのトラ

フィック量が増えていくという点に注意が必要です。1つのデー

タストリームがネットワークの帯域幅を1.15Mbps（MPEGビデ

オの典型的な値）使用し、サーバは1つのマルチキャスト・デー



- 4 -

タストリームと7つのユニキャスト・データストリーム（IP/TV

で許されている最大値）を送信するとします。この場合、全体で

消費するネットワーク帯域幅は9.2Mbpsとなり、これは10BaseT

のイーサーネット・ネットワークを十分に過負荷にしてしまうこ

とになります。

マルチキャストとユニキャストを組み合わせてIP/TVのコン

テンツを送る方式は、スモールキャストと呼ばれます。

スケジュール式プログラムとオンデマンド・プログラム

IP/TVコンテンツ・マネジャは、スケジュール式プログラムと

オンデマンド・プログラムの両方を扱うことができます。ここで

は、スケジュール式プログラムとオンデマンド・プログラムの使

用方法、利点、および限界について説明します。

スケジュール式プログラム

スケジュール式プログラムは、コンテンツ・マネジャによって

定義された時間帯に視聴者にプログラムを提供します。スケ

ジュール式プログラムでは、1つのメディア・タイプ（ビデオ、音

声、スライドキャスト、あるいはWebプレゼンタ）につき1つ

のマルチキャスト・データストリームが発生します。また、ネッ

トワークに負荷をかけることなく、多くの視聴者に同時にプログ

ラムを送信できます。

スケジュール式プログラムでは、生中継のコンテンツを視聴者

にリアルタイムで送る方式と、あらかじめ録画されているコンテ

ンツをスケジュールされている時間に繰り返し放送する方式があ

ります。スケジュール式プログラムの典型的な利用例としては、

グループトレーニングや遠距離学習などがあります。

スケジュール式プログラムの仕組み

コンテンツ・マネジャでは、スケジュール式プログラムのリス

トを定義し、各プログラムを1つ以上の指定されたサーバへ割り

当てることができます。このプログラムのリストはIP/TVビュ

アへも送られ、視聴者はスケジュールされた時間帯にプログラム

を見ることができます。

スケジュール式プログラムを定義する際には、プログラムと

チャンネルの違いについて理解することが重要です。IP/TVの

場合、チャンネルとプログラムは、通常のテレビのチャンネルや

プログラムとほぼ同じ意味ですが、いくつかの違いもあります。

これらの違いを理解すれば、自分の組織にとって最適なモデルを

作り、IP/TVのスケジュール式プログラムを効率良く管理する

ことなどができるようになるはずです。

通常のテレビでは、1つのチャンネルは単一の連続したプログ

ラム（24時間ニュース・チャンネルなど）を放送するか、順番に

並んだ非連続的なプログラムを放送しています。プログラムは

チャンネル無しには成立しません。どんなプログラムでも、チャ

ンネルによって放送されていなければ見ることはできないからで

す。ユーザーは希望のチャンネルを押すか、各チャンネルをざっ

と見て自分の好きなチャンネルを探すことにより、特定のプログ

ラムを見ることになります。チャンネル自身は、そのチャンネル

で放送される全てのプログラムのアドレスを表しています。

しかしIP/TVでは、1つのチャンネルは単一の連続したプログ

ラムを放送することも、順番に並んだ非連続的なプログラムを放

送することも、またその両方を放送することもできます。また、

連続していないプログラムを連続しているプログラムと重ねて放

送することもできます。これらは、2つの異なるプログラムとし

て定義され、ユーザーは別々に選択することができます。

連続していないプログラムを連続しているプログラムと重ねて

放送する例としては、24 時間ニュース・サービスがあります。

ニュース・プログラムは常に放送されており、ユーザーは最新の

ニュースを知りたいときにいつでも放送を見ることができます。

ここで、常に午後3時から30分間は経済ニュースの時間である

とします。ユーザーのなかには経済ニュースを見たい人がいて、

IP/TVはこれらのユーザーのために自動的にこのプログラムを

放送します。この場合、午後3時から30分間だけは非連続的な

プログラムを定義することになります。この非連続的なプログラ

ムは、24時間ニュース・プログラムの一部であり、30分だけそれ

に重ねて放送されます。

チャンネルはプログラムのテンプレートとなります。特定の

チャンネルにあるプログラムは、そのチャンネルのアドレスのほ

か、パスワードなどの特性を共有しています。

通常のテレビとは異なり、IP/TVプログラムがチャンネルに

割り当てられている必要はありません。プログラムは、チャンネ

ルとは独立して存在できます。プログラムは、それ自身のアドレ

スを持っています。したがって、希望すれば、チャンネルの仕組

みを全て省略することもできます。しかし、同じ特性を持つプロ

グラムを作りたい場合に、チャンネルは便利です。

注意

チャンネルは IP/TVの視聴者には見えません。プログラ

ムを見るためには、ユーザーはプログラムを指定するか、

いろいろなプログラムを見ながら好きなものを探します。

ユーザーが最終的に使用するアドレスは、チャンネルまた

は個々のプログラムに割り当てられています。いずれの場

合も、実際のIPアドレスはユーザーにはわからないよう

になっています。

オンデマンド・プログラム

IP/TVオンデマンド・プログラムでは、個々のユーザーは自分

の好きな時間に好きなペースでプログラムを見ることができま

す。オンデマンド・プログラムでは、複数のリクエストがあれば、

スケジュール式のプログラムよりも多くのネットワーク帯域幅が

必要になります。そのため、企業での個人トレーニングやビデ

オ・アーカイブなど、リクエストが比較的少ないプログラムにだ

けオンデマンド方式を使うことを推奨しています。

オンデマンド・プログラムの仕組み

IP/TVコンテンツ・マネジャは、統合データベースを利用し

て、サーバのグループ（クラスタ）を1つの大きなサーバとして

管理し、サーバやプログラムに関する情報を把握します。コンテ

ンツ・マネジャは、利用可能なメディア・ファイルのリストを自

動的にクラスタから集めます。また、IP/TVに含まれているFTP

の機能を使って、あるサーバから別のサーバへ、あるいは外部に

あるソースから複数のサーバへ、ファイルを配布するスケジュー

ルを立てることもできます。

システム管理者は、プログラム・カテゴリの階層構造的ツリー

に基づいて、これらのファイルをコンテンツ・マネジャのなかの

プログラムとして定義します。カテゴリのトップレベルにはサブ

カテゴリが含まれ、リンクをクリックしてサブカテゴリを選択し

ます。このような階層構造的ツリーを使って、大量のプログラム

を管理して提供できるようにしています。

コンテンツ・マネジャは、利用可能なオンデマンド式プログラ
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ムのリストをIP/TVビュアへ送ります。ユーザーがプログラム

をリクエストすると、コンテンツ・マネジャはデータベースの情

報を使って、クラスタの中で最も空いているサーバにそのリクエ

ストを割り当て、IP/TVビュアとの通信をそのサーバに向かわ

せます。サーバが故障した場合、あるいは特定のサーバを停止さ

せる必要がある場合は、コンテンツ・マネジャがリクエストの

ロードを別のサーバに分配します。

IP/TVコンテンツ・マネジャとオンデマンド式プログラムは、

IP/TVビュア・プラグインでも使用できます。
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